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中小企業をはじめとした企業金融の状況とその対応
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1. 九州財務局管内における企業金融等の状況

足元の企業倒産は件数・負債額とも減少傾向にある。

（注）いずれも負債総額１千万円以上　（資料：東京商工リサーチ）
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①借り手企業の状況・資金需要

企業の景況判断ＢＳＩ（管内）
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大企業　 ▲51.9
中堅企業 ▲67.4
中小企業 ▲48.0

資金繰り判断ＢＳＩ（管内）
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法人企業景気予測調査

大企業
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大企業　 ▲15.4
中堅企業 ▲33.7
中小企業 ▲23.1

現状 （見通し）

企業の景況・資金繰りは中堅企業を中心に一段と悪化。
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今回先行き

（注）DI:金融機関からみた中堅・大企業の状況について、「良い」と回答した先数構成比-「悪い」と回答した先数構成比

製造業の先行きについての悪化懸念が目立つ

（参考）金融機関から見た業種別ＤＩ(中堅・大企業) （管内８地域銀行に対する独自調査結果）

ＢＳＩ＝（「上昇」等と回答した企業の構成比）-（「下降」等と回答した企業の構成比） ＢＳＩ＝（「上昇」等と回答した企業の構成比）-（「下降」等と回答した企業の構成比）

1



管内金融機関の中小企業向け融資は概ね改善傾向にある。

②地域金融機関の融資動向

  管内地域銀行の中小企業向け融資は増加傾向にある。
　中堅・大企業向け融資についても概ね増加傾向にある。
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中小企業に対する当局管内金融機関の融資姿勢については「積極的である」と
の評価が高まっている。

(参考)地域金融機関の融資動向等に関するアンケート調査(21年2～3月)
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○保証協会への事前相談等、スムーズな
　 審査対応を職員に徹底している。
    (地域銀行)
○行員研修に保証協会からの講義も取り
   入れ、連携を深めている。(地域銀行)
○県内全店舗において、保証協会担当
　 者と案件協議会を実施。(地域銀行)
○初期延滞時の対応が重要であり金融
　 機関と連携して現状把握や対処方針
　 を相談するなど、事故回避に努力して
　 いる。(保証協会)
○数年前から事故報告先を対象に金融
   機関と連携して条件変更による企業再
   生運動に取り組んでおり、緊急保証付
   与先の条件変更にも積極的に対応した
   い。 (保証協会)

１．緊急保証制度の活用状況　　　　　　　　 ２．連携状況

緊急保証の承諾実績
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③管内金融機関と信用保証協会との連携状況

緊急保証を含む２０年度の保証承諾
実績（金額ベース）の対前年伸び率
は熊本県が全国２位、鹿児島県１２
位

（注）２１年３月末までの実績

中小企業に対する当局管内金融機関の融資姿勢については「積極的である」と
の評価が高まっている。

(参考)地域金融機関の融資動向等に関するアンケート調査(21年2～3月)
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中小企業向け貸出伸び率（20/9⇒21/3）
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（21年3月の計数は速報値）
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熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

農業生産法人との定期的意見交換

全国に先駆けて農業信用
基金協会と提携

アグリサポートローンの販
売

(農業・食品加工対象、無担保、第
三者保証なし、最高3千万円)

　　　NEO-AGRI-サポート
「仕入れ→生産→加工(製造)→流通」
の食のインテグレーションを新農業分

野と位置づけ地域農業を支援

　　　アグリクラスター構想
農業(川上)、食品加工業(川中)を中心
として、川下の産業(流通・飲食・観光
業等)まで含めた産業群の活性化を支
援

　当局管内では基幹産業である農業に着目した様々な取組みが金融機関
により進められている。

①管内金融機関における取組み

農業への異業種参入セミ
ナーの開催

就農希望者向け現地視察
バスツアー

アグリビジネスセミナーの開催
(農業の企業的経営を目指す)

　　　食の商談会開催
　(生産者、県内食品メーカーの
　　販路拡大)

自社ブランド化支援セミナー
の開催(電通と提携)

純民間で全国初の農業
ファンドの創設

鹿児島大学と連携し
農業経営管理システム
開発に着手

食の安全セミナー、
鹿児島物産展in台湾
の開催

食＆アグリ・マッチングフェア
2008開催

　トヨタの「カイゼン方式」の活用による経営改善支援

２.企業の再生や地域の活性化に向けた取組み

　　A銀行
融資先企業の営業利
益改善支援活動を開
始　(20年4月～)

トヨタOBによる
コンサルタント
会社

提携

融資先企業
(利益率向上)

改善支援

製造現場は、金融機関
職員や通常のコンサル
会社は不得意な分野

     ものづくりの現場の
     視点から改善支援
　(在庫管理、生産工程の
　 合理化等)

　　　経営改善支援
・利益増加に係る提案
・販路先の紹介
・財務指導等

本部・営業店の業務
のチェック・改善

３
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九州クラスター構想への参画
財務局と農政局の連携による農業の活性化支援

(アグリビジネス金融懇談会)

九州地域においては農業、食品産業が地域産業の重要なポジションを占め
ており、アグリビジネスを核とした地域活性化を一層推進するため、情報の
発信や金融機関からの意見・情報を収集し施策への反映を検討することを
目的に開催

第1回九州地域アグリビジネス金融懇談会（2/20）

管内地域銀行7行、系統金融機関等4機関、計11機関が参加

●動産担保評価が困難          ●営農知識、審査ノウハウ不足
●行内の取組み・体制が不十分  ●制度融資、補助金の未熟知
●農業者の財務状況把握が困難  ●農業特有のリスクへの対応が不十分
●保証機関等との連携強化
(要望事項)
□法人化のための要件緩和
□制度融資、補助金の更なる周知・情報提供

金融機関の農業支援に係る課題・要望

　○農政局・財務局間の情報交換、農業者・金融機関等への情報提供
　○アグリビジネス金融懇談会の定期的な開催を計画

今後の対応

②財務局における取組み

　①鹿児島銀行
　　・アグリクラスター構想について
　　・純民間で全国初の農業ファンドの創設
　　・鹿児島大学との連携による農業経営管理システムの開発
　②日本政策金融公庫
　　・民間金融機関との協調融資事例
　　・農業信用リスク情報サービス(ACRIS)の紹介
　　・CDSを活用した証券化手法による信用補完スキームの紹介

先進的な取組み事例の紹介

水産 ものづくり

水

環境・エネルギー

医療・健康農業

観光

７つのクラスターの融合による実需の創出

 平成21年3月9日、熊本大学主催で九州クラスターフォーラム
  （パネルディスカッションを含む）を開催

○参加者：約１５０名　　　○パネラー：７名
○コメンテーター：東京大学　藤本隆弘教授
○モデレーター：九州財務局長

【着眼大局から着手小局へ】
○熊本大学のイニシアティブで3つの研究会を始動
・「水」･･･水輸出の先進地、ハイデルベルグ・ヴィッテルのビジネスモデル視察
   結果を報告
・「ものづくり・アグリ」･･･トヨタ出身の改善マイスターに業務委託し、取引先の
   経営「カイゼン」を図る銀行の取り組み事例を報告、熊本大学・鹿児島大学・
   宮崎大学の連携
・「水産」･･･長崎大学・大分大学連携による「水産クラスター」の立ち上げを報告

○上記３研究会を「蜜蜂サロン」として開催
・異業種のビジネスモデルで応用が可能な蜜の部分を探り合う
・「産・学・官・金」にマスコミを加え、緩やかに自由に設立
・ものづくりの観点から、フロントランナーの設計思想を共有

○今後の計画
・22年3月に第2回フォーラム、23年に第3回（東京で）、24年に第4回、25年までに
  実需の創出・雇用の拡大につなげる
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